
５段階評価用

１　指定概要

指定管理者の管理運営に対する評価シート

所管課 大分スポーツ公園・高尾山自然公園：土木建築部　：　公園・生活排水課　　　　大分県立武道スポーツセンター　：　教育庁　体育保健課

評価対象期間 平成３１年４月１日～令和５年３月３１日

施設概要

名　 称

所在地 大分市横尾１３５１番地ほか

【大分県立武道スポーツセンター】
　県民の体育及びスポーツの振興を図り、健康で文化的な生活の向上に寄与する

施設種別

レクリエーション･スポーツ
大分スポーツ公園・高尾山自然公園及び
大分県立武道スポーツセンター

【大分スポーツ公園・高尾山自然公園】
　県民のスポーツ振興及び健康増進を図る

設置目的

平成３１年４月１日～令和６年３月３１日（５年間）

所在地 大分市東春日町１番８号

【大分県立武道スポーツセンター】
　①スポーツ施設の維持管理及び修繕に関する業務
　②スポーツ施設の利用の受付及び案内に関する業務
　③スポーツ施設の利用の許可に関する業務
　④スポーツ施設の利用の促進に関する業務
　⑤その他教育委員会が特に必要と認める業務

料金制度 使用料

指定管理者

名　 称 株式会社　大宣

代表者名 代表取締役社長　朝倉　弘美

指定期間

【大分スポーツ公園・高尾山自然公園】
　①公園施設の維持管理及び修繕に関する業務
　②都市公園の利用の受付及び案内に関する業務
　③有料公園施設の利用の許可に関する業務
　④都市公園の利用の促進に関する業務
　⑤その他知事が特に必要と認める業務

指定管理業務の内容



５段階評価用

２　評価結果

１　施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み

（１）施設の設置目的の達成 県の評価基準

事業計画に定める項目を全て滞りなく実施しているか。
指定期間中において目標指標である、利用者数を達成しているか。
《H31》147万2千人、《R2》145万7千人、《R3》147万1千人、《R4》148万3千人

5 2

空き施設を活用して自主事業を充実させ、利用者増を図っているか。
レゾナックドーム大分とレゾナック武道スポーツセンターで大会等が併催される場
合、利用者の利便性を向上させているか。

10 6

各スポーツ協会、大学等に営業活動し、合宿等新たな利用者層を開拓しているか。 10 8

①

③

計画に則った管理運営業務に加え、平成31年度末頃から新型コロナウィルス感染拡大の影響を大きく受け、新型コロナウイルス感染防止対策として、施設の臨時休館や人数制限など、様々な利用調
整も必要となったが、クラスターを一度も発生させることなく、適切に管理運営が行われた。
しかしながら、４年間を通してその影響は大きく、《H31》約20件、《R2》約180件、《R3》約180件、《R4》約90件、の各種イベントや大会のキャンセルが発生する事態となった。また、陸上トラック公認検定の
ための工事が令和２年１０月から令和３年４月にかけて行われたため、メイントラック及びサブグラウンドが使用停止となるなどで施設の目標指標である利用者数については、利用者数が、《H31》
1,352,383人(91.9％)、《R2》754,065人(51.8％)、《R3》950,672人(64.6％)、《R4》1,007,986人(68.0％)、と目標指標には届かなかったものの、コロナ禍に合わせた誘致活動等も積極的に行っており、利用者
数も年々増加している。

ドームと武道スポーツセンターでイベント等が併催する場合は、主催者との綿密な打ち合わせに加え、必要に応じて双方主催者を交えて対策会議を開催している。施設間で駐車場の振り分けや誘導
方法を調整するなど、適切な対応ができている。

①計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。
施設を最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られているか（目標を達成できた
か）。

25 16②施設の利用者の増加や利便性を高めるための取組みがなされ、その効果があったか。ま
た、複数の施設を一括して管理する場合は、施設間の有機的な連携が図られ、その効果が
得られているか。

③施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果があったか。

【評価の理由】

中央競技団体や大学に加え、県内の高等学校などにも精力的に営業活動を行い、大規模行事や合宿をはじめとした利用の誘致に取り組んでいる。
その結果、フェンシング日本代表合宿や帝京大学女子柔道部合宿、また西日本高校剣道新人大会など、日本代表や強豪大学の合宿、全国大会・九州大会などの開催が実現している。また、大分高
校クラスマッチや大東中学校卒業式などの学校行事を開催できたことは、コロナ禍の中密を防ぐという点で新たな施設の利用につなかがったものと評価できる。

ドームでは、南トレーニング室の空き時間を活用し、Ｒ４年１０月よりスポーツ教室（ヨガ、アスレチック体操など）を開講し好評を得ている。武道スポーツセンターでは、施設の特徴に合った全11競技の
武道教室の開催や、平日の空き時間を活用したレディースバドミントン教室を開講し好評を得ている。また利活用推進のため新たな利用の模索（中学高校の体育祭・成人式ほか）をするとともに、ドー
ムでは年に１回ドーム感謝祭を開催する取組みなど、また武道スポーツセンターでは、メイン競技場内にコートラインが常設されておらず、部分的に指定管理者でコートラインを設置するなど、利用増加
に繋がる取り組みを行っている。②

評価項目

配点 評価点

４０ ２６



５段階評価用

（２）利用者の満足度 県の評価基準

利用者満足度（アンケートの利用の感想で「大変よい」、「よい」の割合）を８０％以
上であるか。

3 2

利用者からの意見について、指定管理者内部で情報共有し改善できるかどうか検
討しているか。

3 2

利用者からの苦情については、すぐに対応し要望に対応してるか。 3 2

ホームページの掲載情報をこまめに更新して内容の充実を図っているか。 3 2

公園内の案内看板の充実を図っているか。 3 2

①

②

③

④

⑤

（３）定性的な目標の達成状況 県の評価基準

R4年度に将来ビジョンを策定したため対象外。 0 0 0 0

①

２　効率性の向上等に関する取組み

（１）経費の低減等 県の評価基準

利用者満足度を落とすことなく、経費の削減に取組んでいるか。 5 3

再委託している管理業務の契約について毎回事前に業者との業務内容等の見直
しを行い、経費の節減を図っているか。

5 3

契約の見直しを含めた経費節減に取組んでいるか。 5 3

①

②

③

【評価の理由】

施設の利用上問題のない箇所（廊下、地下車路、トイレ等）についてはできるだけ消灯し、省電力に努めている。また、軽微な設備の故障等については、外部発注ではなく部品等を購入し職員が修理
対応することで、経費削減に努めている。(ドームホワイエの非常用誘導灯の修繕について、業者の見積は444千円であったが、部品をネット購入し職員が取替することにより144千円に経費を抑えるこ
とができた。)

第三者委託について、毎回契約更新前に業者と価格や契約期間の交渉を行い、低廉で適正な契約を図っている。(スタジアム芝管理業務について、Ｒ３年度に３年間契約したことにより年間1,650,000
円の低減につながった)

電気料について、使用電力量の実績を基に毎年契約電力の見直しを行うなど、経費の効率的執行に努めている。

30 21

①施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための十分な取組み
がなされ、その効果があったか。

15 9②主たる管理業務以外（清掃、警備、設備の保守点検等）について、それらが適切な水準で
行われ、経費が最小限となるよう工夫がなされたか。

③経費の効果的・効率的な執行がなされたか。

配点 評価点

①定性的に定めた目標が達成されているか。（将来ビジョン等で定めた目標など）

【評価の理由】

配点 評価点

【評価の理由】

スポーツ公園・高尾山の満足度は、《H31》83.5%、《R2》92.5%(団体)80.4%(個人)、《R3》90.8%(団体)83.2%(個人)、《R4》89.0%(団体)78.0%(個人)　とほぼ目標値80%を達成しており、職員の対応を中心に、施
設利用者の満足度は高いといえる。　武道スポーツセンターの満足度は《H31》82.2%、《R2》82.9%、《R3》83.7%、《R4》88%　と目標値80%を達成している。
また、調査結果を分析して運営上の課題をワーキンググループ等で把握することに努めている。

月１回所属する職員全員で全体会議を実施し、情報共有を行うとともに、改善・充実を図る取組みを行っている。(事例：園内スケートボードの苦情の対策対応を協議し、東側駐車場の一部にアーバン
スポーツエリアを設置した。)

苦情を受けた際は、即内部で情報共有するとともに速やかに対応を行い、またその結果を苦情者に報告し理解を求めるよう努力している。(Ｇ駐車場入り口付近にある樹木が通路にはみ出しており通
行の妨げになっているという通報に対して、翌日支障樹木を伐採し、苦情者に報告し理解を得た。)

ホームページやＳＮＳをこまめに更新し、最新のイベント情報等を提供するなど、利用者への情報提供に取り組んでいる。(ＨＰはイベント発信の都度、ＳＮＳは週に２～３回程度更新している。)
また、令和４年度中途にＳＮＳのインスタグラムを追加し、イベント風景などの画像情報提供の充実を図っている。(ＨＰのアクセス数は、《R1》245,135件 《R2》104,358件 《R3》145,095件 《R4》156,519件)

サービス改善事業により、公園内の案内看板を充実させ、アンケート項目の案内看板が「足りていない」の項目を5％以内に抑えている。

①利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言えるか。

15 10

②利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。

③利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。

④利用者への情報提供が十分になされたか。

⑤その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、その効果があっ
たか。（①～④以外に評価できる取り組みがある場合のみ）

配点 評価点



５段階評価用

（２）収入の増加 県の評価基準

各種スポーツ大会やイベント等の誘致に取組んでいるか。 15 15 12 12

①

３　公の施設にふさわしい適正な管理運営に関する取組み

（１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 県の評価基準

施設の効率的な管理運営の実施をしているか。 5 3

社外研修への参加を実施しているか。 5 3

清掃などの施設維持管理活動を協働して実施しているか。 5 3

①

②

③

（２）法令遵守、平等利用、安全対策、危機管理体制など
県の評価基準（①、②のいずれかに×があった場合、評価点は0とする。

　　　　　　③～⑧については、×1つにつき-2点の減点方式を取る。）

法令違反を発生させていないか。 ○

個人情報漏洩等の事項を発生させていないか。 ○

特定の個人・団体を排除させていないか。（国や県などからの要請に基づく者は除
く。）

○

実地調査の結果、不適切な事案が確認されていないか。 ○

管理の瑕疵による事故を発生させていないか。 ○

各種マニュアルを整備し、危機管理体制を確保しているか。 ○

防災訓練（又は防災に関する研修）を年１回以上実施しているか。 ○

事故発生時には、適切な対応を行い、管理責任を問われる事象を発生させていな
いか。

○

15 15
④施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はないか。

⑤管理物件の修繕や日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。

⑥防犯や事故等の危機管理体制、防災士の配置など、防災に係る体制が適切であったか。

①施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であったか。

15 9②職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか。

③地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。

⑦防災に関する研修・訓練が効果的に実施されていたか。

【評価の理由】

利用状況に応じた業務シフト（Ｊリーグ試合や各種大会のときに時差出勤を行い、時間外勤務をなくすなど）など、合理的な勤務態勢をとっている。

より高度な施設運営を図るべく、例年体育施設管理士講習や、自衛消防業務講習に職員を参加させている。

地域住民やボランティア団体との協働で施設の管理活動を年１回以上実施している。(事例：岡原花咲かそう会による公園内花壇の苗植替え(年２回)　参加者は約２０名)

②施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されているか。

③利用者が平等に利用できるよう配慮されていたか。

⑧事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。

配点 評価点

①関係法令(地方自治法、労働関係法令、通則条例、設置条例等)が遵守されているか。

①収入を増加するための具体的な取組みがなされ、その効果があったか。

【評価の理由】

配点 評価点

30 24

配点 評価点

【有料施設利用料】
H31年度は収入額55,994,500円であった。R2年度は新型コロナの影響で開催自粛や利用制限が行われ、収入額45,288,260円と対前年度比80.9%にとどまったが、R3年度は62,785,855円、対前年度比
138.6%と回復した。R4年度は76,918,735円、対前年度比122.5%と増加した。特にR4は、ＪＣ（日本青年会議所）大分大会の開催(設営から撤収まで５日間、3,954千円の使用料)、ラグビーリーグワン２試
合開催(3,400千円の使用料)、Vリーグ４試合開催（1,788千円の使用料）が増加に大きく寄与している。



５段階評価用

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

【選定委員の意見】

【総合評価】

【指定管理者評価部会の意見】
【評価】
１．芝管理業務を第三者委託しているが、長年の交渉で契約方法を見直し（長期の契約へと見直し）することで、年間165万円の経費節減を実現したことは高く評価できる。模範となる取り組みで、他の指定管理
者に共有すべき事例。

【意見】
１．Twitter等で情報発信しているが、広がりが感じられない。闇雲に発信するのではなく、戦略的にアプローチすることでフォロワーを獲得してほしい。

園内での自動車事故発生時は、状況把握や負傷者がいないかの確認、関係者との対応を迅速、適切に対応している。

特になし

合計得点（100点満点） ７１ 評価ランク（Ａ～Ｅ）

〔評価の理由〕

・ドームと武道センターでイベントが併催される場合は、必要に応じて双方の主催者を交えて対策会議を行い、駐車場振り分けや来場者誘導の調整を図っている点は評価できる。

C

〔今後の対応〕

今年度は、防災訓練に代えて防災に関する講習を実施し、災害発生時に対応できるよう対応している。(元大分市消防局員による「徒手搬送法」についての講習)

・利用者数については、新型コロナの影響が非常に高かったＲ２年度に比べて徐々に回復傾向にあるが、目標人員達成に向けて、引き続き誘致活動を積極的に行ってほしい。

　

・中央競技団体や大学に加え、県内の高等学校などにも精力的に営業活動を行い、大規模行事や合宿をはじめとした利用の誘致に取り組んでおり、日本代表や強豪大学の合宿、全国大会・九州大会などの
誘致が実現している。また、大分高校クラスマッチや大東中学校卒業式などの学校行事を開催できたことは、コロナ禍の中密を防ぐという点で新たな施設の利用につなかがったものと評価できる。

法や条例に基づき、社内規定（文書取扱規定など）を制定し、その周知及び遵守徹底に努めている。

個人情報の取扱規定を制定し、その周知及び遵守に努めている。また、利用者より提出された個人情報文書については、２週間を経過したものはシュレッダーで廃棄処分するなど、適切に対策してい
る。

【評価の理由】　

スポーツ公園においては、施設ごとに各種大会の優先順位を定め、利用計画を決定し、一般利用者の希望が重複した場合は、抽選により利用者を決定している。また、武道スポーツセンターにおいて
は、県教委が定めた利用許可基準に則り、利用計画を決定し、一般利用者については毎月抽選会を実施し、利用者が平等に利用できるよう配慮している。

施設の管理運営に係る収支は毎月提出される収支報告書にて適切に処理されている。

施設職員が日常点検を実施し、小規模な不具合箇所は小修繕に出したり、職員で対応したりしている。

緊急連絡体制やマニュアルを整備し、随時改定を行っている。また、防災士や防火・防災管理者（各１名）を配置し、事故防止や安全対策に努めている。


